
 

美味しいトマトを作る為に 
 

生産者紹介 

こだわり 

光合成が行われやすい栽培環境づくりにこだわっています。 

トマトに限らず植物は“光合成が全て”と言っても過言ではありま

せん。いくら土づくりや病害虫対策に気を使っていても、光を当

てずに水をやると、水を吸いすぎて味の薄いトマトができるなど、

必ず後の生育に悪影響を与えてしまいます。 

ひとかぶ コラム 

＜マルハナバチによる授粉＞ 

トマトのサイズと品質を上げるためには欠かせな

い「受粉作業」を蜂がお手伝いしてくれています。 

マルハナバチはトマトの花から花粉を集める習性

があるので、その生態系を利用して受粉をさせる方

法を採用しています。トマトの花はマルハナバチが

花粉を集めているタイミングで受粉をしています。 
 

気を付けていること 

“光合成の式”に基づいた温度や湿度等の管理に気を配っ

ています。味は勿論、収量の向上にもつながり、美味しいトマト

をより多く皆さんにお届けできるように計算して栽培しています。 

この中にハチさん

が住んでいます！ 

農業歴 2 年目 川口 陽平さん 

2021 年に紀ノ川農協トレーニングファーム部会「ふたば塾」

に入塾。2022 年に“一株トマト”栽培をスタートしました。 


